
第１５７回交流フロア運営会議（議事概要） 

１ 日時場所 

日時：2025 年 5 月 7 日（水）18：30～20：00  

場所：伊丹市立図書館ことば蔵１階交流フロア 

 

２ 参加者 12 名 

 

３ 会議内容 

＜新規内容＞ 

（１） 第 11 回 吃音講座 

【概要】 

・言葉と聞こえの専門家の言語聴覚士の先生による、吃音と言語聴覚士について講演、体験

発表、本の紹介、ディスカッション、言語聴覚士による無料吃音相談会を行う。 

【意見】 

・相談会をやるのですか。 

→今年は、神戸言友会の方 2 名が来られて協力してもらう。その方は、精神科の先生でもあ

る。 

・体験発表とは、どういうことですか。 

→自分が、吃音で辛かったことがあって、どうやって知ってもらえるのかと自身が経験した

から。 

 

（２）漢詩にふれて、遊んで学ぶ「杜甫の人生双六」を作ろう 

【概要】 

・杜甫の人生をたどりながら、漢詩を選び、貼るだけで仕上げる。漢詩に触れる感覚で遊び

ながら作る双六。 

【意見】 

・話し合いはどの様に進めていくのか。 

→何人かのグループになっていただいて、杜甫が例えば試験に落ちたときに、もしかしたら

そのあとに、こういう詩を読んだのではないかということを相談しながら決めてもらうイ

メージである。 

・双六を作って、杜甫の人生をわかっていく感じなのか。杜甫の講座があって双六を作る。

杜甫を全く知らない人はどうしたらいいのか。 

→杜甫の人生がすべて書いてあるものを先に、渡すようにする。日本人には非常に共感を呼

びやすい人である。 

・共感を呼び出す話を、前半にすることはないのか。 



→ちょっと考えてみる。 

 

（３）自然エネルギーを使ったパッシブ住宅を知ってみませんか 

【概要】 

・パッシブ住宅は自然エネルギーを最大限に活用して、快適な環境を作り出す住宅のこと。

パッシブデザインを取り入れた住宅とはどんなものなのか知ることにより、環境問題や光

熱費を抑えた生活に変えていく方法を座学で学べる。災害に強い建物が 1 棟でも伊丹市内

で増えていくというのが目的である。 

【意見】 

・あるものを使って、持続可能な形にすることか。 

→太陽光とかだったら一番代表的な皆さんよく屋根の上にソーラーパネル載せて電力を作

る方法があるがそれ以外に、そこにしか吹かない風を取り入れたりするとか、冬の日射と夏

の日射は、太陽高度が違いそれを考えて LDK を作ったら、その LD の奥まで太陽光がさす

ような方角に向けて家を建てるというふうな考え方とパッシブ自然を使って快適に過ごす

という考え方である。 

・住宅に深い穴を掘って地中の中の冬は暖かく夏は涼しい空気を取り入れることで光熱費

を安く抑えるという、そんな住宅を見かけたことがあるがそれもパッシブになるのか。 

→パッシブになると思う。 

 

（４）自転車保険の加入 

【概要】 

・条例で自転車保険の加入が決められている。安価な保険料で加入できるのに、未加入の人

も存在し又、加入方法が解らない人も多い中で自転車保険とはどんな物かを解説する。 

【意見】 

・自動車保険の特約で自転車保険が入っているというようなことはありますか。 

→あります。皆さんがすでに家財とか建物とかの保険に加入していたら、個人賠償責任保険

という特約をつけるだけである。 

・逆に知られてない理由の一つが、特約が自転車保険になるんだということを知らなかった

り、事故をおこした時でも、自分の保険特約に自転車も含まれているということを知らない

というような人も多いのでは。 

→そうです。そういう理解度がまだまだ十分じゃない。 

・前面に出したチラシを作りになることを個人的にはお勧めしたい。 

→そうですね。 

 

（５）一人で学ぶ英会話 

【概要】 



・一人で英語を学んでいる方も多いと思う。以前とは異なり生成 AI ChatGPT を最大限に

活用し学ぶ方法を解説する。 

【意見】 

・英会話より、生成 AI ChatGPT の方が、興味があるが。 

→英会話の勉強が素材で生成AI ChatGPTについて説明していただくような講座があれば、

受けてみたいかと思った。 

・講演スタイルは、トークだけなのか、映像も見ながらなのか。映像見ながらの講演がいい

のでは。 

→そうですね。 

 

（６）懐かしくて新しい 夏のわらべうた遊びとおはなしの会 

【概要】 

・世代を超えて、わらべうたやあそびうた・絵本・ストーリーテリングをみんなで楽しむ。 

・親子や家族だけでなく、地域の人とも出合いふれあうきっかけ作り。 

【意見】 

・意見なし 

 

（７）図書館ロック 

【概要】 

・中学生から高校生に焦点を当て、これを機に図書館に足を運んでもらう。 

【意見】 

ただ音楽を弾くだけじゃなくて、楽器の説明もあったらおもしろいのではないか。 

→いいですね。はい。ありがとうございます。 

・自分達のバンドだけでなく、他の人も募集等するとかすれば、参加者が増えるのではない

か。また、次につながるのではないか。 

→はい。ありがとうございます。 

・楽器を触らせてもらうことはできるのか。 

→はい。いいですね。ありがとうございます。 

・バンド名を前面的に出そう。 

→はい。 

・北高は、こういうことをするために、今の活動をしてますというのがわかるようにしとか

ないといけないと思う。 

→はい。 

・集客方法は、ポスターを置いて、チラシを置いてるだけではなかなか難しいと思うので自

分達で頑張らないといけないと思う。 

→はい。頑張ります。 



・音量について、一度打ち合わせしないといけないと思う。 

→はい。わかりました。 

 

＜イベント報告＞ 

（１）4 月 3 日（木曜日）：NHK 杯全国高校放送コンテスト指定作品を朗読する 

 これまで、古典や時代劇をさせてもらうことが多かったが、今回は、高校時代放送部であ

ったこともあって、一度学校に関連する朗読会をやってみたいと思い、NHK の放送コンク

ールの課題作品を読ませていただいた。私が、チャレンジしたことがないジャンルの朗読を

して、個人的に刺激になった。1 年前の 5 月にした、源氏物語と比べればお客様の数は半分

以下だったが、ここに朗読を聞きにこられるお客様は、とっつきにくい題材でも、わざわざ

足を運んできてくださり、肯定的な意見を頂いた。 

 

（２）4 月 5 日（土曜日）：香害ってなあに？ 

 講演会には 30名近くの方が来られた。香害を知っていただくために、パネル展も行った。

見に来られている人以外にももっと周知していかないといけないと改めて感じた。医師会

より市外から来られて、自分のところでもパネル展をやってみたいという気持ちがあると

言っていただいた。 

 

（３）4 月 12 日（土曜日）：一級建築士が解説する木造住宅の建築基準法改正について 

 建築基準法の改正による話だったので、前回より参加者が少なくなると思っていたが、今

回の方が参加者が増えた。マニアックな内容だったが皆さんに聞いていただけた。 

 

（４）4 月 20 日（日曜日）：わらべうたあそびとおはなしの会 春 

 今回も年齢の幅が広く赤ちゃんから 90 才ぐらいの方に来ていただけた。一応、春、夏、

秋、冬とやろうと思う。参加者から待ってたよとお言葉いただきすごく励みになった。 

 

（５）4 月 23 日（水曜日）：漫画を語ろう！ 

 今回は、8 名の参加があった。テーマは、異世界とリアルだった。やなせたかしさんの話

から朝ドラの話になりすこし漫画の話からそれる部分もあった。 

 

（６）4 月 19 日（土曜日）：キッズ・サバイバー講座 地震編 

 南海トラフ地震と津波の起こる仕組みとマイ・ハザードマップ作るため実際に町を歩い

た。伊丹小学校の防災の看板を見てもらったり、こんなところが危ないだとかこの壁は倒れ

たりすることはないかというところを見てもらった。自身の通学路のハザードマップを作

ってくださいということで終わった。 

 



（７）4 月 6 日（日曜日）：将棋 Ryoma 杯トーナメント戦 

 将棋 Ryoma 杯トーナメント戦を企画して行った。大人から子供まで、トーナメントは 16

人で事前に申し込みをしてもらい戦っていただいた。自由対局コーナーも初心者向けに自

由にやらしていただいた。トーナメントですぐに負けてしまった人のために、交流戦といっ

て敗者トーナメントをおこなった。合計 50名の方が参加された。アンケートもいただいて、

すごく楽しかったとか、定期開催してほしいとか、このような子供のトーナメントっていう

自由対局できる機会があまりないのでありがたかったと言う意見もあってすごくやって良

かったと思った。シニアの方と子供と世代間交流がすごくできたかなあと思っている。 

 

４ 次回の運営会議 2025 年 6 月 4 日（水）18：30～ことば蔵１階交流フロア 


